









日 時 :平成 13年 1月 22日（月） 午後1時 30分から







7 受 賞 者
医学部学生奨学賞
ヒト乳癌におけるHER 2/neuの免疫組織化学的検討
6年 杉 山 慎一郎
単一シナプスにおけるAMPA型とNMDA型グルタミン酸受容体を介したシナプス応答の相関
解析 5年 千 田 麻里子
副腎皮質癌から分泌されるペプチドホルモンの研究
5年 吉野谷 彩 子
乳児急死症例における細菌培養検査の意義
4年 池 田 次 郎
随意運動の制御に関わる脳内機構の解明
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シグナル応答性転写因子MITFの機能と発現制御に関する研究
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膜貫通型の蛋白である receptor activity modifying
 
protein 1(RAMP 1）が，7回膜貫通型の蛋白である



















































































































































































































A. 3種のヒト網膜色素上皮細胞の培養細胞，F 0202・D407・ARPE19 における発現．Pheo 1・Pheo 2;褐
色細胞種の腫瘍組織．HUVECs;培養ヒト胎盤静脈内皮細胞．下段は陽性コントロールのG3PDHmRNA．
B. ヒト網膜色素上皮細胞であるARPE19 におけるサイトカインの効果．IFN γ，インターフェロンガンマ
（100 U/ml);IL 1b，インターロイキン 1ベータ（1 ng/ml);TNF α, tumor necrosis factor α(20 ng/
ml）を加え24時間培養した時の変化を示す．Ref (36)Udono et al., Invest. Ophthalmol. Vis. Sci., 41,
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図1. 腎曲尿細管における電解質代謝 :a，正常 ;b，ギテルマン症候群．TSC, Thiazide Sensitive Na Cl
 






























































PPAR γと Sp 1は物理的にも結合しうることが明
らかとなった．以上から，図4に示すような転写機構























































































Binding Protein;PPAR, Peroxisome Proliferator Activated Receptor γ;RXR, Retinoid X Receptor
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する因子Klp1 (K562 cells derived leucine zipper
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フォームMITF M, MITF A, MITF H, MITF B,
MITF Cから成ることを突き止めました ．例えば































































細胞に発現させて得られたconditioned medium CM (lane 1），対照となるCM (lane 2），未処理（lane 3）
で 24時間処理しました．その結果，Wnt3aによるMITF mRNAの誘導が認められました．
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